
令
和

　
　

5
年

　
　

 月
　

　
  
日

協
議

会
名

：
生

駒
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：

陸
上

交
通

に
係

る
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
（
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

計
画

ど
お

り
、

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

④
事

業
実

施
の

適
切

性

C

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

　 　
当

地
区

で
の

生
活

交
通

の
確

保
や

地
域

の
活

性
化

と
い

う
目

的
を

達
成

す
る

た
め

に
も

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

永
続

的
な

運
行

が
求

め
ら

れ
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
そ

の
実

現
の

た
め

、
以

下
の

よ
う

な
対

策
を

継
続

し
、

交
通

不
便

地
域

で
の

利
用

促
進

に
つ

な
げ

る
。

ま
た

、
系

統
全

体
で

の
利

用
率

に
も

着
目

し
 、

交
通

不
便

地
域

以
外

の
地

域
で

の
利

用
の

促
進

も
図

っ
て

い
く
。

・
沿

線
自

治
会

に
お

い
て

、
コ

ロ
ナ

禍
前

と
比

較
し

た
利

用
者

数
の

推
移

や
、

日
常

利
用

の
た

め
の

利
用

例
を

記
載

し
た

チ
ラ

シ
の

配
布

を
行

い
、

利
用

の
呼

び
か

け
を

行
う

。
 ・

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

紙
を

  
 活

用
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

  
 周

知
・
利

用
す

る
き

っ
か

け
を

つ
く
る

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

生
駒

交
通

株
式

会
社

■
R

4
.1

0
.1

～
R

5
.9

.3
0

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

西
畑

線
の

暗
峠

(1
)

■
R

4
.1

0
.1

～
R

5
.9

.3
0

近
畿

日
本

鉄
道

㈱
生

駒
線

　
南

生
駒

駅
を

経
由

す
る

、
南

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

せ
せ

ら
ぎ

～
暗

峠
間

の
1

系
統

の
運

行

Ａ
　

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

無
か

っ
た

地
域

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

を
運

行
し

、
地

域
住

民
の

利
便

性
や

生
活

交
通

の
確

保
を

図
る

と
い

う
目

標
に

つ
い

て
は

、
補

助
事

業
年

度
に

お
け

る
交

通
不

便
地

域
で

の
利

用
が

１
日

あ
た

り
6
.3

人
（
前

年
度

か
ら

0
.2

人
減

）
、

系
統

全
体

の
利

用
は

１
日

あ
た

り
1
9
.0

人
（
前

年
度

か
ら

0
.9

人
減

）
の

実
績

と
な

っ
た

。
　

ま
た

定
量

的
な

目
標

と
し

て
、

①
交

通
不

便
地

で
あ

る
5
つ

の
町

で
乗

降
す

る
1
日

あ
た

り
の

利
用

者
数

が
、

補
助

事
業

年
度

内
4
月

1
日

時
点

で
の

当
該

5
つ

の
町

の
住

民
基

本
台

帳
人

口
の

合
計

に
占

め
る

割
合

、
②

補
助

対
象

沿
線

で
の

1
日

あ
た

り
の

利
用

者
数

が
、

当
該

補
助

対
象

系
統

を
利

用
す

る
沿

線
町

区
の

補
助

事
業

年
度

内
4
月

1
日

時
点

で
の

住
民

基
本

台
帳

人
口

の
合

計
に

占
め

る
割

合
、

の
２

つ
を

設
定

し
た

。
①

は
1
.8

6
%
(目

標
1
.9

3
%
）
、

②
は

2
.0

4
%
(目

標
2
.1

4
%
）

と
い

う
結

果
と

な
っ

た
。

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

か
ら

回
復

傾
向

が
予

測
さ

れ
た

が
、

①
、

②
と

も
目

標
値

を
下

回
る

傾
向

と
な

っ
た

。
地

域
と

一
体

に
な

っ
て

早
急

に
改

善
策

の
検

討
が

必
要

と
な

る
。

　 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
永

続
的

な
運

行
実

現
の

た
め

、
以

下
の

対
策

を
実

施
し

、
交

通
不

便
地

域
で

の
利

用
促

進
に

つ
な

げ
た

。
 ・

コ
ロ

ナ
禍

前
と

比
較

し
た

利
用

者
数

の
推

移
を

踏
ま

え
、

沿
線

自
治

会
と

利
用

者
増

を
目

指
し

た
協

議
を

行
っ

た
。

 ・
「
バ

ス
運

賃
1
0
0
円

D
A

Y
」
と

題
し

て
、

西
畑

有
里

線
だ

け
で

は
な

く
、

コ
ミ

バ
ス

を
含

め
た

市
内

路
線

バ
ス

す
べ

て
を

1
乗

車
1
0
0
円

で
乗

車
可

能
な

イ
ベ

ン
ト

を
令

和
5
年

8
月

3
日

～
5
日

に
実

施
し

、
普

段
利

用
し

な
い

方
に

も
、

利
用

す
る

き
っ

か
け

を
作

る
取

組
み

を
行

っ
た

。

A
：事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

目
標

を
達

成
し

た
（
見

込
み

）
B

：事
業

が
計

画
に

位
置

づ
け

ら
れ

た
目

標
を

達
成

で
き

て
い

な
い

点
が

あ
っ

た
（一

部
達

成
で

き
な

い
見

込
み

）
C

：
事

業
が

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
（
達

成
で

き
な

い
見

込
み

）

1



地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

　
当

路
線

の
沿

線
地

区
の

う
ち

西
側

部
分

は
、

当
市

の
南

西
部

の
生

駒
山

麓
に

位
置

す
る

５
つ

の
町

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

当
該

地
区

に
つ

い
て

は
、

最
寄

り
の

鉄
道

駅
か

ら
も

１
km

以
上

の
距

離
が

あ
り

な
が

ら
、

人
口

が
少

な
い

こ
と

や
道

路
が

狭
隘

で
勾

配
も

急
で

あ
る

こ
と

な
ど

の
地

理
的

条
件

も
相

ま
っ

て
、

当
路

線
の

運
行

を
開

始
す

る
ま

で
は

定
期

運
行

に
よ

る
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
な

さ
れ

ず
、

地
域

住
民

の
自

助
努

力
に

よ
り

生
活

が
送

ら
れ

て
き

た
。

し
か

し
、

昨
今

の
高

齢
化

の
進

展
と

い
う

社
会

情
勢

の
変

化
に

伴
い

、
住

民
の

自
助

努
力

の
み

で
は

、
こ

れ
ま

で
ど

お
り

の
生

活
を

送
る

こ
と

が
困

難
に

な
る

と
予

測
さ

れ
、

当
該

地
域

に
お

い
て

は
、

居
住

人
口

の
減

少
の

進
展

度
合

い
、

地
形

的
条

件
な

ど
か

ら
、

他
の

地
域

よ
り

そ
の

傾
向

が
よ

り
顕

著
に

な
る

と
想

定
さ

れ
て

い
た

。
　

こ
う

い
っ

た
状

況
を

踏
ま

え
運

行
を

開
始

し
た

本
件

補
助

対
象

路
線

は
、

当
該

地
域

と
鉄

道
駅

、
医

療
機

関
、

商
業

施
設

を
結

ぶ
路

線
で

あ
り

、
地

域
の

生
活

交
通

の
確

保
を

第
一

の
目

的
と

す
る

も
の

の
、

暗
峠

等
へ

の
ハ

イ
キ

ン
グ

コ
ー

ス
や

特
徴

的
な

飲
食

店
な

ど
が

立
地

す
る

当
該

地
域

へ
の

市
内

外
他

地
域

か
ら

の
来

訪
に

よ
り

、
地

域
の

活
性

化
が

も
た

ら
さ

れ
る

と
い

う
副

次
的

な
効

果
も

期
待

し
て

い
る

。
　

本
件

補
助

対
象

路
線

の
利

用
者

数
は

、
乗

車
定

員
の

制
約

も
あ

り
、

比
較

的
少

な
い

状
況

で
推

移
し

て
い

る
が

、
当

該
地

区
に

お
け

る
日

常
の

生
活

交
通

の
確

保
は

重
要

な
課

題
で

あ
り

、
そ

の
役

割
を

果
た

す
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
の

継
続

的
な

運
行

は
必

要
不

可
欠

と
考

え
て

い
る

。事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と

の
関

連
に

つ
い

て

令
和

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

協
議

会
名

：
生

駒
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：

陸
上

交
通

に
係

る
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
（地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
）
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